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9,000 km の領域を 150 km の格子間隔で行
う．このモデルは降水中の酸素安定同位体
比の季節内変動をよく再現していた(図は



















































よると，Mongenmorit では 8 月 23 日に








(1) Sato et al., 2006: Submitted to J. Geophys. 
Res. 

























休み）には 1/3 に減少し，8 月上旬に回復す




















図 2 Bayanchandmani (a:BD)と  Khanbogd (b: KB)
についての 10 日降水量の季節変化． BD と KB の














  9 年の解析期間のうち 5 年間に， 明瞭な
雨期の中休みが認められた．中休みの期間
では，200hPa 高度で定在ロスビー波が卓越


























図 3 7 月中旬について，中休み年と非中休み年の
500hPa 高度差（中休み年-非中休み年）の分布図．
等値線は，±10m から 20m 間隔に引かれている． 
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う．NDVI データは，SOPT Vegetation を用
いた．   
 
















降水量分布の NDVI 偏差分布への影響 
 
  図 2 は，2003-2005 年についてのライン
N-S に沿った旬降水量と NDVI 偏差の時間-
経度断面図である．乾燥ステップ植生域（y 
< +40 km）については，7-8 月に正の NDVI
偏差域が 2003 年と 2004 年に見られ (図 2b, 
2d), それに対して,2005年7月には負の偏差
域(図 2f) が見られる． 
  2003 年と 2004 年の正の NDVI 偏差に先
行して，多量の降水が 6-7 月にもたらされ
ている (図 2 の I, II)． それに対して，負の
NDVI 偏差が見られた 2005 年 7 月には，先









た．  加えて，2004 年 7 月には，y= -140 km
を境に，その南では降水が急激に少なくな






























図 2 2003 年から 2005 年についてのライン N-S に沿った旬降水量と NDVI 偏差の時間-緯度断面図．楕
円で，降水量が多かった領域 (I, II, 1 and 2)と少なかった領域 (III and IV) を示してある． 
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表 1 Run types 
 
Run type       SM01  SM03  SM05  SM07 
土壌水分量      0.1    0.3    0.5    0.7 
 
図 2 SM01 から SM07 までの領域で積算した降水
量の日変化． 
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